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概要

NetWare® 6に付属している Novell® Licensing Services(NLS)では、ユーザ
アクセスライセンス (UAL)モデルがサポートされています。ユーザオブ
ジェクトは、サーバでなくネットワークに接続して、ネットワークサー
ビスにアクセスします。ユーザオブジェクトが永続的なライセンスユ
ニットを受け取ると、ネットワークに接続されている任意のワークス
テーションから、いつでもネットワークサービスにアクセスできるよう
になります。 

NLSの概念および動作については、9 ページの「Novell Licensing Services
について」を参照してください。

ユーザアクセスモデルについては、『User Access Licensing for NetWare』
を参照してください。

NetWareをインストールまたはアップグレードすると、サーバインス
トールソフトウェアにより NLSが自動的にインストールされますが、ラ
イセンス許可証はインストールされません。NetWareのインストール時
またはインストール後に、ライセンス許可証をインストールする必要が
あります。 

NLSのインストールまたはアップグレードについては、21 ページの
「Novell Licensing Servicesのインストール」を参照してください。

ライセンス許可証を使用して、ユーザは NetWareサーバなどのネット
ワークリソースにアクセスできます。一般的に、NetWareおよびその他
の選択された NLS対応製品のライセンス許可証は、サーバのインストー
ルプログラムによりインストールされます。Novellのブラウザベースの
管理ツールである iManageを使用すると、追加のライセンス許可証をイ
ンストールし、NLS対応製品のライセンスユニットを管理できます。
メータ許可証を作成し、ZENworksTMを使用して、NLS対応でないアプ
リケーションを管理することもできます。

ライセンスのインストールや保守のために、iManageを設定および構成
する方法の詳細については、『iManage 1.0 and iMonitor 1.5 for Novell 
eDirectory 8.6』を参照してください。
概要 7



トラブルシューティングについては、31 ページの「Novell Licensing 
Servicesのトラブルシューティング」を参照してください。

このマニュアルには、特定の製品に対応したポリシーマネージャおよび
ライセンス許可証に関する情報は含まれていません。このような情報に
ついては、製品固有のマニュアルを参照してください。

マニュアルの表記規則

このマニュアルでは、不等号 (>)を使用して、操作手順の動作、および
クロスリファレンスパス内の項目を区切ります。

また、「®」、「TM」などの商標記号は、Novellの商標を示します。アスタ
リスク (*)はサードパーティの商標を示します。
8 Novell Licensing Services管理ガイド



1 Novell Licensing Servicesについて

NLSは eDirectoryTMに統合されているため、eDirectoryの基礎を理解して
おく必要があります。特に、eDirectoryオブジェクト、パーティション、
およびパーティションのレプリカに関する知識が必要です。

9 ページの「重要な NLS用語」

18 ページの「NLSの動作」

重要な NLS用語
次の用語を理解しておくと、ネットワーク上のライセンシングおよびラ
イセンスユニットの保守に役立ちます。

Novell Licensing Services(NLS)—企業のニーズ (ライセンスユニット
の管理およびアクセス )とソフトウェアメーカーのニーズ (ライセ
ンシング要件の実行 )に対して、バランスのとれた解決策を提供す
る技術であり、それを実現するソフトウェアコンポーネントです。

NLSは次のコンポーネントで構成されています。

ライセンスサービスプロバイダ (LSP)

NLSクライアント

eDirectoryオブジェクト (ライセンスサービスプロバイダオブ
ジェクト、ライセンス許可証オブジェクト、およびライセンス
コンテナオブジェクト )

ライセンスサービスプロバイダ (LSP)—NetWare®サーバ上でインス
トールし、実行するライセンシングソフトウェア。このソフトウェ
アは、NetWare 4.11以降のサーバで動作する NLSLSP.NLMプログラ
ムに含まれています。 

実際のライセンシングサービスは、ライセンスサービスプロバイダ
によって提供されます。ライセンスサービスプロバイダは、NLSク
Novell Licensing Servicesについて 9



ライアントからのリクエストを処理し、eDirectory内に保存されて
いるライセンス許可証の保守を行います。

NetWareおよびライセンス許可証をインストールすると、NLSに
よって次の処理が行われます。

ライセンスサービスプロバイダソフトウェアがサーバにインス
トールされます。

eDirectoryツリー内に、ライセンスサービスプロバイダオブジェ
クト (NLS_LSP_servername)が作成されます。

これら 2つの作業は、NetWare Deployment Managerを使用して行う
こともできます。

重要 :ライセンスサービスプロバイダは、各パーティションの書き込み可能レプ
リカを持つサーバで動作させておく必要があります。これは、ライセンス許可

証オブジェクトが保存されているパーティション、あるいは保存する予定のあ

るパーティションに対する要件です。パーティションにライセンス許可証が保

存されていない場合、あるいは保存する予定のない場合は、サーバでライセン

スサービスプロバイダを実行する必要はありません。

レプリカは、マスタレプリカまたは読み書き可能レプリカのいずれでもかまい

ません。ライセンスサービスプロバイダは、書き込み可能レプリカのあるライ

センスサービスプロバイダと通信できれば、レプリカのない他のサーバで実行

することもできます。書き込み可能レプリカのあるサーバは、レプリカのない

サーバの代わりに、eDirectoryデータベースを変更します。

NLS_LSP_servername—eDirectory内のオブジェクトの 1つです。

ツリー内にこのオブジェクトが存在するということは、サーバ上で
動作するように NLSが設定されており、サーバがライセンスサービ
スプロバイダであることを示しています。

NetWareサーバインストールソフトウェアと NetWare Deployment 
Managerの両方により、サーバ上にライセンスサーバプロバイダソ
フトウェアがインストールされ、対応するライセンスサーバプロバ
イダオブジェクト (NLS_LSP_servername)が eDirectoryツリー内に作
成されます。

ライセンスサービスプロバイダオブジェクトは、ライセンスサービ
スプロバイダソフトウェア (NLSLSP.NLM)を実行しているサーバと
同じコンテキストに作成されます。ライセンスサービスプロバイダ
オブジェクトには、サーバ上で動作しているライセンスサービスプ
ロバイダに関する設定情報が格納されます。設定情報には、トラン
ザクションデータベース名、ライセンス許可証の検索方法に関する
情報 (パーティションのルートまで検索するか、ツリーのルートま
で検索するか )、非ライセンスアクセスおよびサービスの問題に関
する通知、およびその他の関連データが含まれます。
10 Novell Licensing Services管理ガイド



NLSにより、NCPサーバオブジェクトに関する属性が追加されま
す。この属性は、ライセンスサービスプロバイダを参照するポイン
タです。これにより NCPTMサーバオブジェクトおよびライセンス
サービスプロバイダとの間のリンクが NLSに提供されます。

NLSクライアント—ライセンスサービスプロバイダからライセンシ
ングサービスを要求するソフトウェア。

NLSクライアントは、クライアントワークステーションおよび
NetWareサーバで動作します (クライアントは、ワークステーショ
ンまたはサーバ、あるいはその両方で動作させることができます )。
このソフトウェアは 32ビットWindows*および NetWare Loadable 
ModuleTM(NLMTM)のプラットフォームをサポートしています。NLS
をサーバにインストールすると、アプリケーションが NLSを使用す
るのに必要なすべてのファイルが、サーバ上の SYS:¥PUBLICディ
レクトリおよび SYS:\SYSTEMディレクトリにコピーされます。

クライアントワークステーションには、クライアントソフトウェア
以外のファイルをインストールする必要はありません。NLSを使用
するように作成されているアプリケーションにより、NetWareサー
バ上で動作する NLSコンポーネントと通信するためのクライアント
ライブラリがロードされます。

32ビットWindowsの NLSクライアントに、ライセンスサービスプ
ロバイダを実行している NetWareサーバへの既存の接続があれば、
クライアントはライセンスサービスプロバイダと直接通信できます。
クライアントにライセンスサービスプロバイダを実行しているサー
バへの既存の接続がなければ、 クライアントは、サーバのコンテキ
ストから開始して eDirectoryツリーの上位方向へ、ライセンスサー
ビスプロバイダを探します。 

NLMクライアントはこの検索を行わず、単純に現在の接続を調べま
す。

詳細については、16 ページの「NLSクライアントの例」を参照して
ください。

ライセンスユニット—ライセンス許可証のコンポーネントの 1つ。

製品を購入するということは、その製品に対する 1つまたは複数の
ライセンスユニットを購入することを意味します。たとえば、
Novell BorderManagerTM Firewall Services 3用の 100ユーザライセンス
には、BorderManagerサービスへのアクセスを 100ユーザに許可す
る、100件のライセンスユニットが含まれています。

NLSは、インストールされたライセンス許可証オブジェクトから取
得できるデジタルライセンスユニットをサポートしています。NLS
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は、ZENworksTM機能を介して管理されるメータライセンス許可証
もサポートしています。 

ライセンス許可証は、ファイルからインストールします。一般的な
ファイル名拡張子は次のとおりです。

.NLF(NetWare、BorderManager、およびその他の Novell製品の
場合 )

.CLS(NetWare for Small Businessの場合 )

.KEY(起動キー )

重要 :ライセンスユニットまたはライセンス許可証は、ライセンスではありませ
ん。ライセンスの内容は、使用許諾書に記述されています。NLSは、ユーザが
この製品を使用許諾書に記述された範囲内で使用できるよう補助しますが、本

来、ユーザ自身がソフトウェア使用許諾書に従うよう義務付けられています。

ライセンス許可証オブジェクト—eDirectory内のオブジェクトの1つ。
ライセンス許可証を表します。

ライセンス許可証は、通常はソフトウェア製品のパッケージに含ま
れる印刷された使用許諾書に対応するものです。ライセンス許可証
オブジェクトのアイコンは、ライセンス許可証を表す 1枚の紙のよ
うな外観です。iManageでオブジェクトを表示すると、通常は、シ
リアル番号または許可証名が次のように表示されます。

許可証にはセキュリティ保護されているものとセキュリティ保護さ
れていないものがあります。

ライセンス許可証とは、シークレットでセキュリティ保護され
るデジタルライセンスです。保護を追加し、変更できないよう
にするため、NetWareライセンス許可証にはデジタル署名が施
されています。ライセンス許可証は通常、ソフトウェアベンダ
から提供されます。

メータ許可証はシークレットのない、セキュリティ保護されて
いないライセンス許可証です。ZENworksは NLSクライアント
として機能し、アプリケーションの代わりにライセンスユニッ
トを要求します。通常、メータ許可証はネットワーク管理者に
よって作成されます。

NLS対応のアプリケーション用にライセンス許可証をインストール
するか、メータ許可証を作成すると、NLSによりライセンス許可証
オブジェクトが作成されます。 

ライセンス許可証をインストールまたは作成する際に、このオブ
ジェクトのコンテキスト (eDirectoryツリー内の場所 )を選択します。
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ライセンス許可証はポリシーを含み、ポリシーマネージャによって
管理されます。

起動キー—一連の数値と文字。購入した製品のライセンス許可証の
インストールを完了させるために使用します。 

すべてのライセンス許可証には起動キーが必要です。起動キーは通
常、ソフトウェアベンダにより許可証とともに .KEYファイルに格
納されています。この組み合わせにより、インストール時に起動
キーが自動的にインストールされます。ただし、インストールプロ
グラムが起動キーを検出できない場合は、手動で入力するように求
めるプロンプトが表示されます。

パック—1つまたは複数の許可証を含む .NLFファイル。複数のライ
センス許可証をパッケージ化して単一ファイルとして配布するのに
便利な方法です。

1つのパックに複数のライセンス許可証を含めることができるので、
パックを使用すると一度に複数のライセンス許可証をインストール
できます。パックには、ライセンス許可証の埋め込みの起動キーを
格納することができます。

例では、パックのファイル名は 4234171D.NLFです。

ライセンスコンテナオブジェクト—eDirectory内のオブジェクトの 1
つ。1つまたは複数のライセンス許可証を格納します。

ライセンスコンテナオブジェクトは、eDirectory内にある特殊なコ
ンテナオブジェクトです (その他のコンテナオブジェクトには、
［Root］またはツリー、国、組織、部門などがあります )。

ライセンスコンテナオブジェクトの名前には、発行者、製品、およ
びバージョンが使用されます。たとえば、Corel* WordPerfect*バー
ジョン 9はツリー内で次のように表示されます。

ライセンス許可証をインストールするか、メータ許可証を作成する
と、NLSによりライセンスコンテナオブジェクトおよびライセンス
許可証オブジェクトが作成されます (ライセンスコンテナがすでに
存在する場合は、追加されたライセンス許可証は既存のコンテナに
保存されます )。

iManageを使用すると、eDirectoryツリーと同じ形態でライセンスコ
ンテナオブジェクトを表示できます。
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ライセンスモデル—ソフトウェアベンダが、ライセンスした製品の
使用を顧客に許可する形態。

NLSでは、多くのライセンスモデルをサポートできます。次に例を
示します。

BorderManagerの非同時接続

NetWare 4および NetWare 5のサーバ接続ライセンス (SCL)

Novell Cluster ServicesTMおよびNetWare 6のユーザアクセスライセ
ンス (UAL)

ご使用の製品に対応するライセンスモデルについては、製品固有の
ドキュメントを参照してください。

ポリシー—使用許諾書の条件を電子ファイル内に表現したもの。ポ
リシーは、ライセンス許可証に含まれています。たとえば、企業用
の許可証には、次のようなポリシーのタグを含めることができます。

各ライセンスユニットは再使用不可。

各ライセンスユニットはノーダル再使用可能 (1人のユーザが異
なる複数のワークステーションから複数回使用できる )。

この許可証は、ライセンスサービスプロバイダの割り当てを必
要としない。

重複した許可証がインストール可能 (使用許諾契約書アカウント
で重要なタグ )。

この許可証は、評価用ライセンス許可証である。

この許可証には非強制停止を適用する (このポリシーでは、ライ
センスユニットがなくてもサービスの使用をユーザに許可する。
ただし、その企業が契約不適合であるという通知がネットワー
ク管理者に送信される )。

この許可証ではシークレットを使用する。

この許可証にはデジタル署名が施される。

ポリシーは、ライセンシングサービスではなく、ライセンス許可証
およびポリシーマネージャに関連付けられます。ライセンス許可証
を変更する (または置き換える )だけで、ポリシーは柔軟に利用で
きます。

ポリシーマネージャ (ゲートキーパー )—ライセンシングサービスか
らのリクエストに基づいて意思決定を行うコード。

ポリシーマネージャの特長は次のとおりです。

アプリケーションの一部です。
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アプリケーションを NLS対応にします。

NLSからライセンスを要求します。

ライセンスユニットが使用可能かどうかについて、NLSからの
応答を受け取ります。

特定のプログラム機能へのアクセスを認めるかどうかを決定し
ます。

ライセンスユニットが使用されなくなると、ライセンスサービ
スプロバイダに通知します。

ライセンスユニットのリクエストの失敗に関するエラーを処理
するための構造 (ポリシー )を格納します。

NLS対応の各製品には、独自のポリシーマネージャがあります。
NetWareのポリシーマネージャは、BorderManagerのポリシーマネー
ジャとは異なります。これらのポリシーマネージャはともに、サー
ドパーティのソフトウェアメーカーのアプリケーションのポリシー
マネージャとも異なります。

各アプリケーションまたはサービスは異なるポリシーをサポートす
るので、ネットワーク上で多数のポリシーマネージャが動作する可
能性があります。

通知—ライセンシングサービスに関する情報や、使用許諾書の条項
への適合に関する問題を知らせるメッセージ。

システム警告 次のいずれかが発生した場合、通知が、指定された人
に送信されます。

ライセンシングサービスに関連した eDirectory通信エラー。

ライセンシングサービスに関連した eDirectoryスキーマエラー。

トランザクションログ出力エラー。

契約不適合 通知は、使用許諾書の条項に対して企業が契約不適合で
ある場合に、指定の人に送られます。

デフォルトでは、ライセンス許可証をインストールした人が送信先
になります。通知を受け取るオブジェクトは修正 (変更、削除、追
加 )できます。複数のネットワークユーザまたはグループが通知を
受け取ることもできます。

通知は、NetWare Broadcastユーティリティおよび (オプションで )
SNMPを介して送信されます。 

非ライセンスアクセス—購入したライセンスユニット数を越えて使
用できるライセンスユニット数。
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ソフトウェアメーカーは、ライセンス許可証で非ライセンスアクセ
スを許可できます (猶予条件 )。この機能によりユーザは、必要なラ
イセンス許可証を追加購入してインストールするまでの間、製品を
続行して使用できます。

注 : 非ライセンスアクセスにより、ライセンスが付与されるわけではありませ
ん。製品の使用条件は、使用許諾書の条項に規定されています。

製品の非ライセンスアクセスの扱い方法については、製品固有のド
キュメントを参照してください。

使用停止—ライセンス許可証オプション内のポリシーの 1つ。

強制停止ポリシーでは、ユーザが使用許諾書の条項に対して契
約不適合であることをそのユーザに通知します。強制停止では、
ユーザはライセンスユニットにアクセスできなくなります。強
制停止は、すべての使用可能なライセンスユニットがすでに使
用中である場合に発生します。

注 : NLSはサービスです。製品の使用方法は、使用許諾書の条項で決定さ
れます。

非強制停止ポリシーでは、ユーザが契約不適合であることを通
知しますが、条件によってはユーザによるライセンスユニット
の続行使用を許可します。

非停止ポリシーは、ライセンスユニットがない状況を無視しま
す。NLSは、契約不適合情報をログ出力することで契約ユニッ
ト数の超過を記録しますが、ユーザには通知または警告を行い
ません。

NLSクライアントの例

例 1: クライアントワークステーション上の NLSクライアントソフトウェア

Windows 2000ワークステーションで、NLS対応アプリケーションであ
る OptionsPlusを使用します。OptionsPlusのアイコンをクリックすると、
クライアントワークステーションにアプリケーションがロードされま
す。 

OptionsPlusはライセンスユニットを要求します。NLSコンポーネント
(OptionsPlusソフトウェアにリンクされている .DLLファイル )が、ライ
センスサービスプロバイダ (サーバ上で動作している NLSコンポーネン
ト )を検出します。ライセンスサービスプロバイダは、使用可能なライ
センスユニットのあるライセンス許可証オブジェクトを eDirectoryから
検索します。 
16 Novell Licensing Services管理ガイド



ライセンスサービスプロバイダは、OptionsPlus中の NLSクライアント
に応答して、アプリケーションの使用を許可します。

例 2: サーバ上の NLSクライアントソフトウェア

サーバを起動すると、NetWareは NLSシステムの 2つの重要なコンポー
ネントである、eDirectoryおよびライセンスサービスプロバイダをロー
ドして実行します。

起動が完了する前に、NetWareのポリシーマネージャは NLSクライアン
トソフトウェア (NLS用 NLMライブラリ )を使用して、ライセンスサー
ビスプロバイダからサーバベースライセンスを要求します。 

ライセンスサービスプロバイダは、eDirectoryにライセンス許可証を問
い合わせます。使用可能なライセンスユニットがあれば、ライセンス
サービスプロバイダはポリシーマネージャに対してリクエストを承認
し、NetWareサーバの実行を許可します。

NLS自体はライセンスを強制するのではなく、ライセンスユニットを
チェックアウトするか、適切なエラー状態をアプリケーションに返しま
す。アプリケーションのポリシーマネージャ部分により、ユーザがアプ
リケーションを使用できるかどうか、またはエラー状態の報告方法が決
定されます。

例 3: メータリング

クライアントワークステーションが、NLS対応でないアプリケーション
を要求します。NLSに統合されている ZENworksが、アプリケーション
の代わりにライセンスユニットを要求します。

NLSからの応答により、ZENworksの Application Launcherはアプリケー
ションをロードするかどうかを選択します。そのため、Application 
Launcherは、NLS対応でないアプリケーションに対してライセンスユ
ニットを要求するように設定できます。
Novell Licensing Servicesについて 17



NLSの動作
次の図は、NLSの動作を表しています。

次のリストでは、ライセンスサービスプロバイダが、eDirectoryデータ
ベースと連携して、NLSクライアントからのリクエストをどのように処
理するかを説明しています。

1. アプリケーションが、NLSクライアントに対してリクエストを発行
します。

たとえば、NetWareでは、サーバに接続しているユーザの代わりに、
サーバがライセンスユニットを要求します。サーバは、NLSクライ
アントに対してこのリクエストを発行します。

2. NLSクライアントライブラリは、アプリケーションからのリクエス
トをパッケージ化し、ライセンスサービスプロバイダに送信します。

たとえば、NetWareでは、NLSクライアントはそのサーバ上のライ
センスサービスプロバイダと通信します。

3. ライセンスサービスプロバイダは、リクエストを調べ、リクエスト
に応じることが可能かどうかを決定します。これは、リクエスト側
のクライアントの eDirectoryコンテキストで、要求された特定の情
報またはライセンスユニットを調べることで決定されます。

たとえば、NetWareでは、ライセンスサービスプロバイダは、ユー
ザのコンテキストで NetWareのライセンスユニットを探します。

4. 要求されたリソースが使用可能であれば、ライセンスサービスプロ
バイダはリクエストに応じます。リクエストに応じることができな
い場合、ライセンスサービスプロバイダはリソースを検索します。
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ライセンスサービスプロバイダのリソースの検索開始位置は、指定
されたリクエスト側のアプリケーションに依存します。

ライセンスサービスプロバイダは、要求されたリソースを
eDirectory中の 1つ上のコンテキストで調べることができます。ラ
イセンスサービスプロバイダは、その設定に従って、パーティショ
ンの［Root］かツリー、またはツリーの最上位に到達するまで検索
を続行します。

たとえば、NetWareでは、ユーザライセンスは、ユーザのコンテキ
ストから開始して、eDirectoryツリーの上方に向かって検索されま
す。

次の図は、ユーザアクセスライセンスモデルでライセンスサービス
プロバイダが、どのようにライセンス許可証を検索するかを示して
います。

この例では、ユーザは E、C、Aのコンテキストからネットワークに
アクセスします。ライセンスユニットを検索するために、ライセン
スサービスプロバイダはユーザのコンテキスト E、C、Aから検索を
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開始します。ライセンスサービスプロバイダはツリーを上方に向
かってコンテキスト Aまで検索を続行し、使用可能なライセンスユ
ニットを見つけます。

5. ライセンスサービスプロバイダは、クライアントライブラリにス
テータスを返します。

たとえば、NetWareでは、NetWareライセンスユニットを見つける
と、ライセンスサービスプロバイダは、「正常」ステータスをライブ
ラリに返します。それ以外の場合は、エラーコードを返します。

6. ライブラリがアプリケーションに、ステータスを返します。

たとえば、NetWareでは、ライブラリはライセンシングステータス
をサーバに返します。

7. ライセンスユニットのステータスによって、アプリケーションがア
クションを決定します。

たとえば、NetWareでは、サーバがアクションを決定します。ス
テータスが正常であれば、サーバは自分自身への接続を許可します。
それ以外の場合、使用可能であれば猶予接続を許可します。猶予接
続が使用可能でなければ、サービスを拒否します。
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2 Novell Licensing Servicesのインストール

この章では、次の内容を説明します。

21 ページの「NLSのインストールに関するガイドライン」

22 ページの「NLSのインストール」

22 ページの「NLSがインストールされていることを確認する」

NLSのインストールに関するガイドライン
ネットワークを準備します。

サーバをアップグレードする場合は、サーバが、NetWare® 6サーバ
をインストールするパーティションの読み書きレプリカを持ってい
る必要があります。

耐障害性を提供します。

パーティション内で 2つのサーバを使用して NLSを動作させること
により、耐障害性を提供しています。一方のサーバがダウンしても、
他方で必要なライセンシングサービスを提供できます。

一方のサーバに、マスタレプリカを配置することをお勧めします。

既存の NLSをアップグレードします。

NetWare 6をインストールする前に、サーバに次の Support Packがイ
ンストールされていることを確認してください。

NetWareのバージョン Support Pack

NetWare 4 NetWare 4 Support Pack 6a以降

NetWare 5.0 NetWare 5.0 Support Pack 4以降
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注 :  NetWare for Small Businessまたは NetWare for Growing Businessを使用し
ている場合は、NetWare 6にアップグレードする前に、対応する Support Pack
をインストールする必要があります。

NLSのインストール先を決めておきます。

詳細については、『User Access Licensing for NetWare Guide』の
「Guidelines for Installing License Certificates」を参照してください。

NLSのインストール 
NetWare 6をインストールまたは NetWare 6にアップグレードする場合
は、NLSは自動的にインストールされます。新しい eDirectoryツリー内
にある NetWare 6サーバについては、ライセンシングサービスに関する
他の操作は不要です。

耐障害性を保つために、NetWare 6(または NLS)を動作させるパーティ
ションは、両方のサーバで同じにします。

NLS対応のアプリケーションではライセンシングサービスを使用できま
す。ライセンシングサービスの実装については、製品固有のマニュアル
を参照してください。

NLSがインストールされていることを確認する
1 サーバコンソール GUIで、［Novell］>［インストール］の順にク
リックし、NLSエントリを探します。 

2 次のいずれかを実行します。

サーバ上で NLSLSP.NLMが動作している場合は、サーバコン
ソールで次のように入力します。

modules nls*
NLS_LSP_servername が eDirectory内のリーフオブジェクトであ
れば、このオブジェクトを iManageで表示します。 

NetWare 5.1 NetWare 5.1 Support Pack 2以降

NetWareのバージョン Support Pack
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3 Novell Licensing Servicesの使用

Novell®のブラウザベースの管理ツールである iManageで NLS機能を管
理すると、次のタスクを実行できます。

23 ページの「ライセンス許可証の管理」

25 ページの「ライセンス許可証を削除する」

26 ページの「ライセンス許可証の移動」

26 ページの「サーバへの割り当ての変更または削除」

26 ページの「ライセンス許可証およびコンテナに関する情報の表
示」

NetWareアドミニストレータを使用して NLSを管理することもできま
す。

SNMPを使用して、ネットワークおよびライセンシングに関する情報を
表示することもできます。27 ページの「SNMPの使用」を参照してくだ
さい。

ライセンス許可証の管理

単体のライセンス許可証またはパックに含まれているライセンスユニッ
トをインストールできます。

単体許可証について

NLS対応のアプリケーションに対する許可証をインストールすると、
NLSにより、ライセンスコンテナオブジェクトがツリーに追加され、ラ
イセンス許可証オブジェクトがそのコンテナオブジェクトに追加されま
す。ライセンスコンテナオブジェクトのコンテキストまたは場所は、
eDirectoryTMツリーで選択します。
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ライセンス許可証は、パックファイル (.NLF)にアクセスしてインストー
ルします。

追加のライセンス許可証を購入してインストールすると、適切なライセ
ンスコンテナオブジェクト内のオブジェクトとして、そのライセンス許
可証も eDirectoryツリーに追加されます。

パックについて

パックとは、1つまたは複数のライセンス許可証が格納されている .NLF
ファイルです (パックには、NIS対応インストールの情報など、製品に
関連する他の情報が含まれていることもあるため、許可証が 1つしか含
まれていない場合があります )。

パックを使用すると、一度に複数のライセンス許可証をライセンスコン
テナオブジェクトにインストールできます。たとえば、3つの製品をス
イートで購入した場合、パックを使用して、3つの製品のライセンス許
可証を同時にインストールできます。

ライセンス許可証を eDirectoryツリーに追加する際には、ライセンス許
可証のインストール先をツリー内のどこにするかを決めておく必要があ
ります。この場所またはコンテキストにより、そのライセンス許可証に
関連付けられているライセンスユニットを使用できるユーザが決定され
ます。ライセンスのインストール先に関する詳細は、『User Access 
Licensing for NetWare』の「Guidelines for Installing License Certificates」を
参照してください。

ライセンス許可証をインストールする

1 iManageで、［License Management］>［Install License］の順にクリッ
クします。

2 ライセンスファイルを参照して選択し、［Next］をクリックします。

ファイルはドライブ A:のフロッピーディスクまたは CD-ROMに格
納されている場合があります。

ライセンス許可証のパスおよびファイル名の例は
「A:¥LICENSE¥43D211.NLS」です。パックのパスおよびファイル名
の例は「A:¥LICENSE¥.43D23E.NLF」です。

ライセンスファイルは、通常、起動ファイル (起動キー )にリンク
されており、自動的にパスワード (存在する場合 )を取得します。
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3 インストールするライセンスを選択し、［Next］をクリックします。

各ライセンスには、ユーザライセンスとサーバライセンスが含まれ
ています。各サーバには、そのサーバに関連付けられたサーバライ
センスが必要です。 

ライセンスを異なる複数のコンテキストにインストールする場合は、
1つずつインストールする必要があります。

サーバライセンスをインストールする場合、すでにライセンスが
サーバに関連付けられていると、インストールは失敗します。 

4 次のフィールドに必要事項を入力します。

Location: ライセンスのインストール先コンテキストを参照または入
力します。ユーザライセンスは、ユーザのコンテキストと同じまた
は上位のコンテキストにインストールする必要があります。より多
数のユーザが使用できるようにするには、ツリーの上方にライセン
スをインストールします。サーバライセンスは、サーバのコンテキ
ストと同じまたは上位のコンテキストにインストールする必要があ
ります。

Server Assignment: サーバベースライセンスをインストールする場
合は、［Server Assignment］フィールドが表示されます。ライセンス
を割り当てるサーバオブジェクトの完全識別名を参照または入力し
ます。

Enter an Activation Key: このフィールドは、ライセンスのロックを
解除するために起動キーの指定が必要である場合のみ表示されます。
キーをテキストとして入力するか、ディスクから読み込む起動キー
ファイルを選択します。

ライセンスのインストール結果が表示されます。

5  別のライセンスをインストールする場合、あるいはインストールに
失敗したライセンスを再インストールする場合は、［Continue］をク
リックします。それ以外の場合は、［Done］をクリックします。

ライセンス許可証を削除する

1 iManageで、［License Management］>［Delete License］の順にクリッ
クします。

2 削除するライセンスを参照して選択し、［Next］をクリックします。

3 削除するライセンスであることを確認し、［OK］をクリックします。
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ライセンス許可証の移動

1 iManageで、［License Management］>［Move a License］の順にクリッ
クします。

2 移動するライセンスを参照して選択し、［Next］をクリックします。

3 ライセンスの移動先コンテキストを参照して選択し、［Next］をク
リックします。

結果画面に、許可証の移動結果が表示されます。

4［OK］をクリックします。

ライセンスのサーバへの割り当て

各サーバにはサーバライセンスが必要です。インストールプロセスでラ
イセンスをインストールしなかった場合、またはサーバライセンスを削
除してしまった場合のみ、サーバライセンスをインストールする必要が
あります。サーバライセンス許可証をインストールするには、24 ページ
の「ライセンス許可証をインストールする」の手順を実行してくださ
い。

サーバへの割り当ての変更または削除

1 iManageで、［License Management］>［Manage License Properties］の
順にクリックします。

2 ライセンスファイルを参照して選択し、［Next］をクリックします。

3 次のいずれかを実行します。

ライセンスを割り当てるサーバオブジェクトの完全識別名を入
力します。 

フィールドからサーバ情報を削除することにより、サーバの割
り当てを削除します。

4［Done］をクリックします。

ライセンス許可証およびコンテナに関する情報の表示

ライセンス許可証をインストールするか、メータ許可証を作成すると、
ライセンス許可証オブジェクトが eDirectoryデータベースに追加されま
す。ライセンスコンテナオブジェクトも (すでに存在しない場合 )追加
され、ライセンス許可証オブジェクトがそのコンテナに配置されます。
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iManageを使用して、ライセンス許可証コンテナまたはライセンスにつ
いてのライセンス情報および使用状況を表示できます。

1 iManageで、［License Management］>［Manage License Properties］の
順にクリックします。

2 ライセンスファイルを参照して選択し、［Next］をクリックします。

3 タブを選択して希望の情報を表示します。

SNMPの使用
SNMPを使用すると、ネットワーク上のライセンシングサービスイベン
トに関する情報を検出できます。

SNMPおよび NLSについて
SNMPは、高レベルプロトコルであり、管理インタフェースでもありま
す。SNMPのホストとしては、IPXTM、TCP/IP、および UDPのような汎
用目的プロトコロルを使用できます。NLSはイベントおよびエラーを取
得し、これらのプロトコルのいずれかにまとめて格納し、管理ユーティ
リティまたはコンソールに送信します。

たとえば、SNMPに対し、ライセンスユニットがユーザオブジェクトに
運ばれるごとにイベントを発生させるように指定するとします。ライセ
ンスユニットが運ばれるたびに、SNMPは管理コンソールにパケットを
送信します。コンソールはそのイベントを登録します。ネットワーク管
理者は、これらのパケットを管理コンソールで確認できます。

SNMPを使用すると、多様なイベントを送信できます。NLSは、ライセ
ンシングサービスが通知を送信できるイベントおよびエラーのリストを
提供しています。使用するイベントは、ネットワーク管理者が選択でき
ます。すべてのイベントを無効または有効にしたり、選択したイベント
のみを有効にすることができます。

たとえば、SNMPを使用すると、NLSがブロードキャストメッセージを
送信した場合、同じ内容の SNMPメッセージを管理コンソールに送信す
ることができます。

つまり、SNMPを使用するとネットワーク上で何が起きているかを常に
把握できます。
Novell Licensing Servicesの使用 27



管理コンソールの必要性

OpenView*およびManageWise®などの SNMP管理製品は、ネットワー
ク上に常駐し、自分自身を管理コンソールとして登録します。SNMP
エージェント (SNMP.NLM)は、NetWareサーバ上で動作します。各サー
バ上の SNMPエージェントは、SNMPデータグラムをコンソールに送信
します。コンソールを使用して、ネットワーク上で何が起きているかを
追跡します。

管理コンソールは、ネットワーク上の任意の場所に配置できます。この
コンソールは SNMPパケットを読み取り、ネットワーク管理者に対して
その内容を表示します。管理コンソールは、一般的にクライアントコン
ピュータ上で動作させると便利ですが、機能自体はネットワーク上の任
意のコンピュータに実装できます。

SNMP用の 3つの環境設定ファイル
NLSでは、SNMP用に 3つの環境設定ファイルを使用します。環境設定
ファイルを使用すると、SNMP情報を提供する各種のシステムで、その
情報をネットワーク管理時のニーズに適合させることができます。これ
ら 3つののファイルはすべて、SYS:¥ETCにインストールされます。

SNMP.CFG により、SNMPパケットに記述文字列を追加できます。これ
らのパケットでは、サーバ名、コンピュータハードウェアの説明、場
所、および問題発生時の連絡先などの情報が提供されます。

NLSTRAP.CFG では、追跡する NLSイベントおよびエラーを指定でき
ます。NLSTRAP.CFGには、NLSから送信できるすべてのイベントのリ
ストが含まれています。このファイルには、各イベントに対して 2行の
記述が含まれています。1行目は説明です。2行目は、そのイベントに
関する通知を有効または無効にするために使用します。この行が #記号
から開始する場合は、メッセージが送信されません。

デフォルトでは、すべての行 (イベント )がコメントアウトされていま
す。あるイベントを表示するには、NLSTRAP.CFGを編集します。この
ファイルの先頭には、各値のフォーマットと使用方法に関する説明が含
まれています。表示する情報を有効にします。

NLSTRAP.CFGファイルで有効にしたイベントを検出すると、
NLSTRAP.NLMは、SNMPパケットをネットワークに送信するために、
SNMP.NLMで提供されるルーチンを呼び出します。

TRAPTARG.CFG を使用すると、SNMPエージェント (SNMP.NLM)で生
成された SNMPトラップメッセージを受け取る対象 (受信者 )をすべて
指定できます。SNMPパケットのアドレス指定のために、対象とプロト
コルのペアが作成されます。たとえば、TRAPTARG.CFGの IPXセク
ションで、PUFFINというサーバは、IPXを使用して SNMPメッセージ
をサーバ PUFFINに送信するように NLSに指示できます。
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SNMPを実装する
1 NLSTRAP.CFGを編集して、監視するイベントを設定します。

パラメータキーワードおよびその後に希望のパラメータ値を入力し
てパラメータを指定します。次に、NLSTRAP.NLMをアンロードし
てから、再ロードします (NLSTRAP.NLMを再ロードするまで、変
更内容が有効になりません )。 

2 SNMP.CFGを編集します。

3 TRAPTARG.CFGを編集して、SNMPトラップメッセージを受け取る
対象をすべて指定します。

4 管理コンソールを実行します。

5 サーバに SNMP.NLMをロードします。

SNMP.NLM(SNMPエージェント )により、NetWareで SNMPを使用
するのに必要な APIおよびフレームワークが提供されます。
SNMP.NLMはイベントをトラップし、トラップしたイベントに関す
る SNMPメッセージを生成し、そのメッセージを管理コンソールに
送信します。 

6 管理コンソールで、SNMPメッセージを確認します。
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4 Novell Licensing Servicesのトラブル
シューティング 

この章では、ヒント、システムメッセージやエラーコードに関する情
報、および技術情報ドキュメント (TID)のリストを示します。

31 ページの「ヒント」

33 ページの「エラーコードとシステムメッセージ」

34 ページの「TID」

ヒント

サーバベースライセンスを取得できない

問題 :  サーバコンソールに「Unable to get a Server Base license」と表示さ
れる。

アクション : ライセンス許可証をいったん削除してから、再インストー
ルします。iManageを使用する場合は、ライセンス許可証のインストー
ル中に手動でサーバ割り当てを行う必要があります (MLAアカウントの
場合は、サーバ割り当てを行わないでください )。

ライセンスユニットにアクセスできない

eDirectoryTMツリー内に、ライセンスサービスプロバイダオブジェクト
が正しく配置されていなければ、一部の NLSクライアントがライセンシ
ングサービスにアクセスできない場合があります。 

ライセンス許可証は、なるべく実際のユーザに近く、しかも他のユーザ
からも必要であればアクセスできるように、eDirectoryツリーのなるべ
く上位に配置します。

次のガイドラインを検討します。
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ライセンスユニットにアクセスするために、NLSサーバが低速の
WANリンクを通過しなくてよいように、サーバライセンス許可証
を配置します。

ユーザがツリーへの認証を受けている間に、NLSがWANリンクを通
過しなくてよいように、ユーザ許可証を配置します。

1つ以上のライセンスサービスプロバイダオブジェクトをツリーの
ルートに近いコンテナに配置します。また、eDirectoryツリー内で
多数またはほとんどのユーザがログインするサーバに、ライセンス
サービスプロバイダソフトウェアをロードすることを検討します。
この 2つの対策により、ライセンスユニットへのリクエストが分散
されます。

eDirectory全体で多くのユーザが使用するライセンス許可証がどれか
を調べます。このようなライセンス許可証は、eDirectoryツリーの
ルートに近いコンテキストに配置します。

少数ユーザのグループが使用するライセンス許可証がどれかを調べ
ます。このようなライセンス許可証は、そのユーザのオブジェクト
と同じ eDirectoryコンテキストに配置します。

多数ユーザのグループが使用するライセンス許可証がどれかを調べ
ます。このような許可証は、そのグループから見て最上位のコンテ
キストを表す eDirectoryコンテキストに配置します。

誤って重複ライセンスが報告される

問題 :  システムが、eDirectoryツリーに重複ライセンスがインストール
されていると報告します。

考えられる原因 :  使用中の旧バージョンの NLSで、ライセンス許可証を
インストールし、その後削除して、eDirectoryツリーの別の場所に再イ
ンストールしたことが考えられます。旧バージョンの NLS探索プロセス
で、eDirectoryツリー内にある許可証が検索された際に削除済みの許可
証が検出され、重複とみなされた可能性があります。

解決方法 :  そのライセンス許可証が、ライセンスコンテナオブジェクト
内の唯一の許可証であった場合は、以前に許可証をインストールして削
除したライセンスコンテナオブジェクトを削除します (ライセンスコン
テナオブジェクトに、他のライセンス許可証が含まれている場合は、削
除しないでください )。

解決方法 :  NetWare 4 Support Pack 6aおよび NetWare 5 Support Pack 4を
サーバにインストールして、NLSの現在のバージョンを導入します。
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エラーコードとシステムメッセージ

Novell® Licensing Servicesの多くのメッセージには、説明が付加されてい
ます。必要なメッセージは、メッセージとともに画面に表示されます。
エラーコードに関する追加情報を次に示します。その他のエラーコード
については、『System Messages』の「NLSLSP Messages」を参照してくだ
さい。 

エラーコード C0001002が表示される

発生する可能性のある問題 解決方法

eDirectoryTMを削除し、再インストール

した。

 TID 2941280を参照してください。

サーバオブジェクトおよび［Public］に

十分な権限がない。

サーバオブジェクト (NLS_LSP_server)

に、ライセンス許可証に対するブラウズ
権があることを確認してください。

サーバオブジェクト (NLS_LSP_server)

に、すべてのプロパティに対して読み込
みプロパティ権があることを確認してく
ださい。

［Public］に、ライセンス許可証が格納さ

れているライセンスコンテナオブジェク
トに対するブラウズ権があることを確認
してください。TID 2943750を参照して

ください。

サーバベースライセンス (ライセンス許

可証オブジェクト )を削除した。

ライセンス許可証を再インストールしま
す。TID 2943405を参照してください。

NLSサーバから読み書きレプリカを削除

した (NLSサーバは NLSLSP.NLMを実

行しており、これは NetWareアドミニス

トレータで NLS_LSP_serverとして表示

されるサーバです )。

TID 2949634を参照してください。

2つの NetWare 5サーバに、［Root］また

はツリーパーティションのレプリカが含
まれている。

TID 2950971を参照してください。
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エラーコード C0001005が表示される

TID
ネットワーク上の NLSに関する問題の解決に役立つ TIDの情報を次に
示します。TIDは http://support-j.novell.co.jp/servlet/Knowledgebase/で検索
できます。

発生する可能性のある問題 解決方法

ライセンス許可証がサーバの割り当てを
必要としているが、割り当てがない。

サーバを割り当てます。26 ページの

「サーバへの割り当ての変更または削除」
を参照してください。

TID 説明

2943405 サーバが、有効なサーバベースライセンスを取得できない場合
の操作

2944797 MLA許可証をインストールする

2925689 サーバをリネームする

2943157 サーバを別の NDSコンテキストに移動する

2949634 C0001002メッセージへの応答
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